
■公共図書館での実践事例

わいわい文庫「日本昔話の旅」素材制作への取り組み

長野県 市立小諸図書館
竹内 ゆかり

はじめに
　市立小諸図書館は、2019年度より伊

藤忠記念財団のマルチメディアDAISY

図書わいわい文庫「日本昔話の旅」に

収録する昔話の素材を提供しています。

　当時、伊藤忠記念財団がマルチメ

ディアDAISY図書に収録する昔話の素

材提供を全国の図書館に呼びかけてい

ることを県立長野図書館経由で知り、

事業目的はさることながら、私たちの

地域の民話が、伊藤忠記念財団を通じ

て全国の子どもたちに届けられること

にとても魅力を感じました。

　日本各地にあるさまざまな民話や伝

説は、人から人へ語りを通じて継承さ

れてきたものですが、時代の流れとと

もに暮らしも変化して、昔話を語って

聞かせてくれるお年寄りと子どもたち

との交流が少なくなり、日常の暮らし

の中で子どもたちが昔話に触れる機会

も少なくなってきていて、昔話を知ら

ない子どもたちが増えているようで文

化の継承という面でも不安を感じてい

ました。

　マルチメディアDAISY図書「日本昔

話の旅」は、障害の有無にかかわらず

誰でも利用可能で、子どもたちが昔話

を楽しみながら地元への帰属意識や郷

土愛を育む目的をもっている点に共感

し、この事業への一助となれればと参

加しました。

素材制作にあたって
　最初の年は、初めての経験で、何も

わからないところからのスタートでし

たが、素材制作の工程を考えるうえで、

紙芝居を参考にしました。

　初めにもとになる脚本は、地域の民

話や伝説をベースにして、図書館職員

が再話をしています。

　ストーリーは、聞いている子どもた

ちが情景をイメージしやすいように、

また、小さな子どもたちにも楽しんで

もらえるように、途中に会話をはさみ、

会話にはなるべく方言を使ったりして、

最後まであきずに聞いてもらえるよう

に工夫をしています。

　つぎに、場面ごとのシーン割りです。

　絵にした時に前後のつながりが自然

になるように考慮しながらイメージを
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ラフスケッチします。このシーン割表

は、作画作業をスムーズに進めていく

うえで大変役に立っています。

地域を巻き込んで
　絵と音訳は、ボランティアのみなさ

んを中心にお願いをしています。また、

文化の継承という面では、なるべく若

い世代の方たちにかかわってもらえる

よう積極的に声かけをしています。

地元の高校生と一緒に
　２年目の2020年度は、地元の高校生

に昔話の素材制作（絵と音訳）への参

加協力を呼びかけました。

　わいわい文庫を利用する子どもたち

に向けて、より年齢の近いお兄さん、

お姉さんたちが描いてくれた絵や音訳

に親しみを感じてもらいながら、昔話

を楽しんでもらいたいという思いと、

次世代の若者たちに、地元の昔話を

扱った活動に一緒に取り組んでもらう

ことで、自分たちの故郷への関心や郷

土愛をもってもらい、できれば将来的

に、昔話の語り手になってもらいたい

という願いも込めて企画をしました。

　ところが、参加を募る段階で、コロ

ナ禍の大変な時期と重なってしまいま

した。

　感染予防対策が模索される中、社会

活動の制限もあったため、当初予定し

ていた学校への直接訪問は避けて、郵

送での募集にしました。

　ある程度想定はしていましたが、学

校からの反応は薄く、「この時期に高

校生を巻き込んだ活動はむずかしいの

では」とあきらめかけていた矢先に、

岩村田高校（長野県佐久市）ボラン

ティア班のみなさんが参加に名乗りを

上げてくださいました。

　まずは高校に訪問して、目的やスケ

ジュールを説明しました。

　初めに紙芝居を見てもらい、つぎに

用意したシーン割表を見ながら昔話を

聞いてもらって、絵のイメージを膨ら

ませてもらいました。

　作画作業は、７月から４か月間、顧

問の先生を中心に進められました。

　コロナ渦で、活動が制限される中で

も、生徒さんたちは、夏休み登校をし

たり、納得のいく絵が完成するまで何

回も描き直しをしたりして、根気よく

制作に取り組んでくれました。
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　また、音訳も本番まで何度も読み合

わせをして、当日は、雑音に注意しな

がらそれぞれが上手に担当部分を演じ、

スムーズに録音ができました。

　この取り組みの様子は、信濃毎日新

聞2020年11月９日の朝刊、「全力ブカ

ツ」のコーナーで長野県内に紹介され

ました。その中で、音訳を担当した生

徒さんは、「見てくれる人のことを考

え、ゆっくり読むことを意識した」と

語っていて、制作にかかわった一人ひ

とりがマルチメディアDAISY図書を利

用する子どもたちに向けて「わかりや

すく楽しめるものを作ろう」という意

気込みで熱心に取り組んだ結果、とて

も温かみのある良い作品ができました。

今後の課題として
　これまで、市立小諸図書館はマルチ

メディアDAISY図書「日本昔話の旅」

へ収録する昔話の素材提供に協力して

きましたが、これからは、マルチメ

ディアDAISY図書の利用促進が課題で

す。

　なかでも「日本昔話の旅」は、誰で

も利用ができるマルチメディアDAISY

図書であり、私たちが思いをもって取

り組んだ郷土の昔話も収録されている

のですが、図書館での利用が少ないの

がとても残念です。

　これまで、マルチメディアDAISY図

書の利用促進のために、視聴覚資料

コーナーの一角にあったマルチメディ

アDAISY図書コーナーを、子育て・教

育関係の本が並ぶ書架に移設して、利

用者の目に触れるところに案内を掲示

しているのですが、現状の利用者数か

らはまだまだPR不足だと思っています。
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　今後は、館内で実際の操作を体験し

てもらいながらの使い方講座の開催や、

読み聞かせ研修会などの関係者が集ま

る場で紹介したりするなど、さらなる

マルチメディアDAISY図書の利用促進

に努めていきたいです。
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